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〈解説〉　
以下の文章は、永田
稠しげし
の日記『無名録』より、一九〇一
（明治三四）年に彼が長野県から東京へと上京してきた折の文章を翻刻したものである。永田稠は、日本力
りっ
行こう
会の二代目
の会長にあたり、大正期以降、日本の移民教育、移民事業に大きな影響 与えていく人物である。日本力行会には、永田稠による未刊行の自筆資料として、 『無名録』と題する九冊分のノートが所蔵されている。一九〇一年から翌年にかけて記されたノートであり、日記や随筆、評論などが記されている。日本力行会関係史料調査グループでは、すでにこ 九冊のノートについて、そ 内容の全体を読んだ上 、概要目を作成し、公開している
（１）
。
　
日本力行会は、困窮した人々を支援するために一八九七
（明治三〇）年、島貫兵太夫が設立した東京労働会を母体としている。同会はその後、日本力行会となり、苦学生救済や海外渡航支援のため 活動を展開していった。戦前は移民教育や海外情報の提供を、活発な出版活動を通して行った。現在は、学校法人として教育、国際交流事業を行ってい
『無名録』第四冊
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る。日本力行会は現在、膨大な移民関係資料を所蔵する機関でもあり、同会による出版物は、機関誌の『救済』 『力行世界』をはじめとして復刻もなされ、教育史や移民史 はじめ多様な領域にとって有用な資料となっている
）2
（
。
　
永田稠については前稿と重複するが、簡略に言及しておき
たい。永田稠が島貫兵太夫の後 、日本力行会の会長を継ぐのは一九一四（大正三）年のことであ 。永田 一八八一（明治一四）年に長野県諏訪郡豊平村下
しも
古ふつ
田た
（現在の茅野
市）で生まれ、諏訪郡の実科中学校を卒業し、一九〇一（明治三四 年に早稲田大学に入学するが中退、長野県での代用教員、北海道で開墾事業 あたっていた兄 もとへに移り、翌一九〇二（明治三五）年入営し、日露戦争にも従軍することとなる。その後、一九〇七（明治四〇）年 日本力行会に入会し、渡米する。初代会長の島貫が没し 頃には在米日本人中央農会の中心的な人物となって た。日本力行会の会長となって以降の永田の事業やその言行については、数多くの刊行物によって知ることができる。永田自身も会の事業の歴史を含めた多くの著述をもってもいる
）3
（
。しかし、それ以前の
彼の活動、特 入会、渡米よりも前について、永田自身 著述からうかがうことはごく少ない。その意味で、 『無名録』は、彼が上京してから 営するまでの間を知るこ ができる、しかも永田自身の記述による資料 して貴重な情報となろう。　
今回は、その中から、永田稠が上京した折の印象を「上京
日記」として、また、同じ時に東京から自身の故郷を振り返り記した「故郷を思ふ記」 （ 「上」 、 「中」のみからなる）を翻刻することとした。上京したばかりの冒頭の記述には特にタイトルはなかったため、ここでは「上京日記」とした。翻刻は、鹿島惇、何雅琪、加藤優、田中稜、橋詰絵里加、深澤克俊、和田有希彩、渡部京香、遠藤智子によって行った。　
なお、翻刻にあたってはできるだけ元の表記を生かしつつ、
読みやすいよう句読点を最低限付し、濁音、促音についても適宜改めた。また、旧字 新字 し 。〈翻刻〉「上京日記」A
fter this is recorded in T
okyo
これからあとは東京で記きまし　
今まで信州の山中に二十年の生活をした僕であるから、所
謂東京に来たならば多少詩想を増す事が出来るだらうとは上野へ着く以前の感で った。上野へ下され 時はどーすればいゝかわからぬだろうと云はれて来たが、上野停車場にもこまらなんで、野明君 伴とな て南州
）4
（
の銅像の前へ出た。
　
此千古の偉人に対して僕の脳は全くコンフュージョンされ
てしまった。云ふに云はれぬ尊敬 敬慕との感は我両眼よりほとばしり出でた。我手は無意識に我帽を取りさって我首は
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無意識に前に垂れた。終歳我筆はあの感を充分に書き表はす事は出来ぬだろうと思う。　
彼の名高き不忍池。名だたる弁天宮、顧みるに足りない。
　
茗渓
）5
（
の春、見られた者にあらず。谷は深く水は流れて居る
が濁流泥臭紛として鼻をつく。樹木繁れりと雖も塵垢葉に満ちて其色が黒い。地は高いけれどもほこりは雨きりよりも多い。　
然り祖の茗渓、時々杖を曳くべきである。樹木の垢認むべ
からず。水の濁れる見るべからず。糢靄の内につつまれたる西天に宵の明星か やき始めてより後、水面は一つ一つに星の数を増す。アーク燈紫に輝き昆虫の集り飛ぶあり 改良服の佳嬢、うばと共に杖を曳く。実に一活詩、実 深山田舎に見る能はざる景色　
神楽坂を下って牛込橋に停め、点々たる燈光、遠近、明滅、
濃淡、輝く者、ボーッとせる者、動くもの動かぬもの 一時に来って濠水に落つる時、汽笛一声、轟然器関車は数十の列車を曳いて来る。駅夫 信号 驚いたか 様に汽笛をならして汽車 行い
ママ
た後で、停車場から三五の人が出て来る。ナポ
レオン帽の紳士がシガーをくわへて来る 垂髪の女学生が弟の手を持って来る。これ等が角燈 光で其影をうすく地 投げて居る。濠の魚か何に驚いてか水面で一ト躍りすると、今迄直線的にうつ た燈の景 やうやう楕円形にな 雑とした遠望は此位である。サー、橋の上はどうだろう。
　
夕涼みに杖をひく学生、紳士、商人、女、子供、下駄雪駄
をふみならし乍ら徐に往来して居る。自転車の先生、車上のゼントルマン、赤帽、四馬を駆る華族、ほとんど計算の出来ぬ程通行して居る。少しく橋をはなれて石垣の下に油炎の立つ光をカ テラより放ち、鬚髯延るがままに延し、顔色サウ衰、身に乱褸を被うた動物が居る。何だろうと瞳をこらせば其右の側には六つ こさざ 男子が其膝にすがっ 居る。然かも時々父の膝 たたいて泣きな ら何をか求め らしい父は通り行く人を見ては手を合せて何をか云ふて居る、実に憐むべき乞食ぞ。
　　　　　　　　　　　
（三四、九、一二）
　
誰か云ふ。食を乞ふは身の懶惰なる結果なりと。又云ふ、
これをいやしむるは其職業 よりて他人にあらずと。　
ゼントルマン！
　
汝は祖先伝来の財産によりて多少の教育
を受けたり。而して汝は生れ落つる時より貧の何物たるかを解する能はざりしなり。汝が祖先 婢奴を使ふ、さなが 牛馬に異ならざるを見て婢奴は くすべき者なりと知れり。汝は汝の祖先が門に立って食を乞ふ者を追ふ事、恰かも鳥獣を追ふが如きを見たり。而し 食を乞ふ者 か すべき者なりと知れり。汝は汝の祖先が奢侈を極 るを見て紳士はかくすべき者なりと知り、祖先の勢力家に阿ねるを見てしか者なり よし はかくの如く て育てられたり 然はあれども汝は相等の教育 受けたり。一般人民以上の教育を受けたり。而して今汝は博愛を解す 点に於 、否実
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行する点に於て牛乳配達人よりも車夫よりも劣れるにあらずや。我が牛込橋に彼の乞食に注意せし時、少なりと雖も彼に金を授して去りしは一つ牛乳配達人と、一つ車夫とありしのみ。牛込橋を通過せし幾千 紳士、レヂー、一疋も貧を解する者なし。堂々たる帝都、既に然り嗚呼。而して彼等は曰く、食を乞ふは彼自身の致せる所なりと。働かむとして働く能はざる病人、彼に何の罪かあ 。汝が云ふ下流社会を見よ。汝が酔生夢死する間に十六時間以上の労働をなしつつあるにあらずや。　
去りにし日我は豆腐売りのボーイを罵
あざ
ける淑女を見たり。
去りにし日我は大工 あなどる紳士を見た 。此淑女此紳士は世の格段なる例にあらざるなり。一般 紳士一般の淑女は皆しかく思ひ、しかく行ひつつある ぞ誤れ の甚 き。汝等は喜んで豆化を頬張るにあらずや。汝等は喜びて大工が作りし家に住むにあらずや。金銭を拝す 大工も豆腐屋も汝も同じ。汝が官吏たり学士たり金貸したり質屋たり教師るの故を以て大工豆腐屋を下流視す は大に誤れる あらずや。寄語す。官吏、汝 官服を着 官門 入り よ 次分は官吏にあらざるぞかし。金貸 質屋 豆腐たり大工たると何ぞ選まむ。教師、汝 教鞭を取るより次分教師 らざるぞかし。　
身を立て道を行ふはこれ人間の人間たる故なるぞか 。小
説をよみ数学を講ずるはこれ第二たり。文学 解し数学を解
して道を行はざる汝紳士よりも、道を行ふて文学数理を解せざる職工は遥かに人として価値ある者ぞかし。　
人間貧富の間隔を甚しうするは、富人の罪なるが如く人間
に上流下流の別を生ぜしむ はこれ比較的教育ある者の罪ぞかし。
　　　　　　　　　　　　　　　　
（三四、九、十五）
「故郷を思ふ記
　
上」
　
人や地球に生れ其上に生活し其上に死し其骸を又地球に委
す。小なりと雖も此地球研究せず 可ならむや 内村先生が地人論
）6
（
の開巻第一に叫んだ意味である。吾や諏訪に生れ
諏訪に生長し諏訪に教育 受けぬ。今五十里 隔てる東都にあるもドーして諏訪を思はずに居られよう。　
着京後の一二周の間よりも又二三年の後よりも一二ヶ月の
交が最も多く想郷の念が高まる者だときいたが或は事実であろう。僕は今日で東都の客と ってから丁度二旬であ 。今夕小散歩をやってモヤの中につつ れた上弦の月を見ながら帰った。其上弦の月は今我此 亢筆を狩りたてる。◎上野…高崎…横川…碓井、トンネル…軽井沢…小諸…大屋…和田…和田峠、餅屋…諏訪＝僕が れ生長し教育を受けた＝諏訪。◎其諏訪の山浦と諏訪の平との交に従耳えて居る 泉山、其景は我生れた豊平下古 である
）7
（
。鬼場と云ひ宮原と云ひ日向
21
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原と云ひ此三部落を合せて下古田と云ふて居る。とかく古代から歴史を持って居るらしい。日向宗に真徳寺と云ふ寺がある。其西北に芝居小屋を造りかへてこしらへた学校がある。あの茅揖きの学校は僕が四年の間、教へを受けた者で今でも塚原先生が非常な信仰と熱心とを以て教へられて居る。明治十九年からの事であるからモー二十年余りになる。其間一日の様に子弟を導かれる。嗚呼先生、今や五十をこさ 実に彼地の青年、いやとよ吾々のファーザーである。◎それから半途隔れて居る南大塩 其本校がある。これも僕が四年間くらした所で る。控所 真中の大黒柱の周り 追ひつ追れつ四年間くらしたこ 時分僕はよく泣いた者ら泣虫と云ふあだ名を得て居った 今 は誰も僕を泣虫とは云はないが、依然泣きつづけに泣いて居るワ◎小泉山の火 ぼしと柳川 はやつりとお寺の庭 踊り、これ等は終歳忘れることが出来ない。七月の十八日と二十四日に例の火とぼし
0000
がある。苧
）8
（
から藁麦藁等を徴発して舎を借し
て山吹へ運ふんだ。所が馬がないと背負ひ上げねばならぬ。十七日と二十三日に 学校からおひまをも っ 来て其仕をするので、大きな松明を引きかついで山を下って家の庭へ来た時の喜びは実に別であるので、モー七月の一日頃から指を折ってまって居るのだ。 やつりは八十八夜から九月下旬までである。踊りは風俗壊乱の恐れがあった 今 は長田茂夫君が熱心にやられたので小学校 遊戯を踊りの代りに
やる様になった。実に末たのもしき所である。◎高等四年を卒業する時、木川先生＝今は上伊那の郡視学＝は貴様達は大工か左官になれ。学者となれば一万分の一違って居ても非難攻撃 受けるが、大工や左官は一分や一寸 違ひはドーで なるから、中学校あたりへ行って中ぷらりんの人間になってはだめだと云はれた。併し父 熱心と小平先生のすすめとで新設の諏訪実科
）9
（
へ入学した。岩重先生、
川西先生、山田先生＝今の普及舎長
）（1
（
＝等が教へてくれたが、
三年級頃まではあまり多く 凹凸のある歴史は持たなか た。◎三年級を八月までやった。所があ 事情から師範学校へ行くと云ふことになって学校をやめて翌年 三月長野へ出張った。所が入学試験は美事に失敗した。勿論勉強も何もやらんだから。あの時に林君が一所に行ったが急に腹痛 や て試験を受けられなんで帰った。今から考へ 見ると入学不許可が余程幸福であった。◎三年級の六月 二た月、英語の先生後藤さんの に書生をやって居った。これが多少僕に凹凸ある歴史を持 せ くれる様になった。当時中学の切れ物であった後藤、広瀬、多田の三先生がよく往来され居った者だから、四年級の十二月までと云ふ者は其中学の平和と云ふ者は今当抵影をも見る事が出来ない。◎所が四年の一月広瀬先生が栄転 てから後、人が僕に多少注意してくれる様になった。だから広瀬先生は余り僕を知
22
って居られる方ではない。◎当時学校の外面には青年会が非常に盛になって来た。それで当時信濃毎日新聞の諏訪特派員であった山内先生と米沢村
）（（
（
で始めて面会の栄を得てそれから後は青年会で多田先生のおいでなる所には山内先生があり、此二人 おいでの所は急丁僕が居ると云ふ様になった。それ 青年に多少の朋友を持って居る。且此青年会が今日僕 出京せしめる様になった。なぜとなれば青年会 多田先生が僕を山内先生に紹介され山内先生が柳平村長に頼ん 僕の為めに学資の計策をしてくれたから。◎中学五年は心に大なる不平を持ち表面は極めて平和に終った。とかく南朝の遺臣であったから学生会長や寄宿舎会長等常に
ママ
様にやった。特に寄宿舎の取締は面白くなかったか
ら一度逃げ が又選挙されて遂に殆んど一年やった。何分舎監が僕等の先生であったから事業は出来なんだ。併し聞けば僕が二月叫んだ事を五六月頃からやって ると云ふ事だハヽヽヽヽヽ◎中学を卒業して三十四年の八月まで玉川学校
）（1
（
で代用教員と
なって十五円いただいて居た。生徒間へも教師間へも役場との間へも多少歴史は過刻に刻みかけたが九月一日は飄然逃げて来てしまったから歴史なんと云ふ程ではない。然かし は新智識を得た。△僕の諏訪に於ての歴史の大綱は先づ此位である。此間に時
に面白い事があったのである。悲しい事、つらい事、喜ばしい事、残念の事があったのだ
　　　　　　　　　
（九、十九）
「故郷を思ふ記
　
中」
△僕は今茲に僕が十五六歳までの事はかくまい 只私を泣かせる計りである。且僕が十二歳の時から僕 ホームは余り面白いホームでないから、併し此ホームに育れ 僕は多少同情を養ふ事は出来た。父と兄と僕と男計りのホームに生活したのも此時代である。だから多少飯位はたける。△幻燈会
000
　
僕が幻燈でさわぎ出したのは中学四年の頃であっ
た。真徳時で大喝、村の女子を罵しった。然かも死んでしまへと云ふて、二年も後までうらみ
ママ
られた。併しながら僕不関
焉とやって居るが此叫びの後、多少婦徳を増す が出来たらしい。再結婚と云ふ事が余程少なくなった。　
第二叫は南大塩でやった。村会議員役場吏員罵り尽して余
す所がな ので幻燈機の側に居った田舎ゼントルマンが段々少くなったと云ふ事だった。それ 終って東洋の風雲今如何と云ふのでやって けた。小学校 生徒等は踊り上って汗握って居ったと云ふ事だ。　
第三叫は永明
）（1
（
の矢ケ崎でやった。専習会の奴等気をきかな
んで村へ通知しなかったから人出が少なくあった。併し尋常科を卒業させて製綿場へやってしまっては女にはなれんと叫
23
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んだ。熱心にこれに耳傾けて居た○○子が玉川の婦人会で併かも僕の口調で「尋常科を卒業させて製綿場へやってしまっては女にはなれません」と云ふたが可憐の女 の口から出たのは感動を与へる事が一層深い。　
第三
ママ
叫は田丸山でやった。青年の未開を罵しり土地の人の
保守を罵倒し中途で帰らんとした婦女をしかりとばした。後で聞けは「古田から来て幻燈をやった人はおっかない人だ」と半年後まで云っ 居ったと云ふ事だ。　
第四叫は柏木でやった。賭博を論じて今の賭博士は義侠が
ないからだめだと教へ青年の風紀を論じ植林を叫んだ 多少注意を引いたらしい。　
第五叫は宮川の高辺と新月でやった。女子計りであったか
ら例の女子教育を叫び出して女子教育は天保のおやぢにすすめるより君等自ら進め やってのけた。△発火演習
0000
　
僕が発火演習を始めてやったのは手長山である
が今から考へると子供の遊戯なんだ。　
第二回は地蔵寺附近であった。僕等の方が守備隊であった
が何時までまっても敵がこないので地蔵寺まで退いて居ると、やがて今迄僕等の守備して居った森と其左翼の高地とで打合いを始めた。ボーッとした月夜に火を見て音を聞く。云ふに云はれぬ面白みのある者だ。何だろうと思ふたがとにかく敵に相違 ないから打てと云ふので高地 敵 打った。硝煙蒙蒙地蔵寺
）（1
（
は時ならぬ戦場となった。丸がつきた帰れと云ふの
で学校へ帰ると敵の奴等今度の戦は無茶だと云ふて居る。なぜかと聞けば敵は隊を二分して一つは我守備の森をして進み、他は迂回して高地へ出た。高地の奴等が森を打つ 森へ来て何処へ行ったろうと云ふて居った。敵はそれ敵は高地へ退いて居た。打てっ 云ふので此に彼奴等 同士打が始まったんだ。　
第三回、第四回、第五回は大
和
）（1
（
、四賀
村
）（1
（
、小
坂
）（1
（
でやっ
 
た
　
第六回は伊那を一周した松嶋、伊那町天神山高遠城、其
愉快であったと云ふたら当
と
抵て
も今僕の筆にのせられん。松嶋
で斥候に出て、敵を誤解して我軍 思 てとびこんでかろうじてにげた事、伊那町前の突進、高遠城に幽鬼を弔ひし等は非常に勇壮であった。
　　　　　　　　　　　　
（九・二一）
　
第七回は小泉山に一戦し中沢分校に一宿し八獄山麓の平
野に蕭々たる雨をついて一戦し更に原学校に転じて帰った。緑々たる青山の間砲火を交ゆる其壮絶、文士詩人の解 得る所でない。殊に中沢分校半夜、夢半にし 破れた時、朗々と吟じ出した 沢氏の「睢陽城
）（1
（
」に耳傾けた時、僕の魂は確か
にさまよい出て幾百年の昔、幾千里を隔 た唐の睢陽城に遊んだ。第八回は金沢の原 一戦し神戸学校に一宿 原より長峯にそふて盆をくつがへすが如き雨の中 二里以上の追撃をやった。実 此一 我 が深き感じを得た者であ なぜなれば宮下先生が諏訪中学を去られる時である。又植松先生か諏訪中学校へ転任 れる。 まり送迎を意味し
24
から、迎ふる時の喜びよりも別れの悲しさは一層深い。これは確かに人情であり又然るべき筈の者である。来るべき人の心は知れず去るべき人はよく心服して居るから。　
第九回は湖水一周の発火演習であった。都合二会合あって
小坂の観音と芝宮である。芝宮の林畔少いながらも銃を以ちて宗良親王の古蹟を弔らひしなど 無感なる僕等が脳にも余程詩想をほとばしり出させた。　
第十回は実に最後の演習で頼岳寺畔でやったより大きく願
ったのだけれども僕の云ふ事 聞いてくれた事のない校長と利己一偏の同輩とは遂に此一小戦に終らざるを得なくしてしまった。△御小屋山
0000
は
）（1
（
何所までも縁ある山だ。四年級の十月は地梨を
取り取り、原清氏等とあの神森の苔の上に清風涼々た 感じて「清風涼々」を書いた事がある。　
今年の十一月宮下先生を主とし矢島、今井君等、寄宿生の
有志とあの神森に露営した。丁度十月の十六日（旧月齢）あったから、すごい程すんだ月が樅の木の下の葉でくだかた光を投げる所に拾い集めて作った き火を囲んで無礼講をやった。百物語をやった。火 わ やっ 。かくし芸をやった。其愉快であったと云ふ事、多分私は死ぬまで、いや死んでも忘れられないと思ふ。教師たる者の威厳は決して其髯にはない。決して其靴、コート、スチック 帽子、目鏡にある者ではない。又教師が生徒と親密ならん事と思ふ時、教場
での甘言でない。あぐらをかいて居る時ではない。茶をすすり菓子を食ふを居る時ではない。談笑の時ではない。実に実に此無礼講の中にある者である。これ等はゼントルマン然ハイカラ的教師ぶる奴輩の知った事ではな 。△天龍川
000
　
如何にゆかり多き川であるよ。林君を訪ふ何時で
も天龍橋畔 夕景をながめる である。寄宿先の同僚と螢を狩りしも此川、我師本川先生が今在ますも此川辺、我理想の佳人の生れし又此河辺。嗚呼。△諏訪湖
000
　
五年級の六月、ボート購入をさわいだ。僕の云ふ
事を聞いた例のない校長いかでいかで、曰くあぶないか ！湖と云ふ事を思ひ出すたび感無限だ。同じ五年の幾月だったろうか。我師岩波女史が催し玉へる月見の会 末席を此湖上にけがしし があっ 。会 者には、牛郡、清祐、本多、主人、令姉、令妹、五味 、思ひ出すと今我室は偏々とゆれ出し友は皆我周囲に集まり小波は此空を乗せ は此室 みをてらして居る。　
卒業後時々ボートを浮べた。ただ残念とする所は諏訪中学
校所有のボートなき事である△ローンテニス
000000
　
彼）11
（
の可憐なる子等が私語をきけば「永田先
生はテニスがおすきだからラッケットを持って行っておやりナー」 。人の来る音するや宿直室の前に十二三の が居る。あの可憐な手にラッケットをさげて、 「先生テニス ！」 。モー僕はこれより多くかくまいよし。
25
永田稠「上京日記」、「故郷を思ふ記」（明治三四年）
△カンネー
0000
　
僕が宿直を始めてから一番苦しんだのは入浴の
出来ぬのであった。今日あたり何所かで湯に呼んでと思ふた夕方実吉をつれて彼女は「先生お湯がわきましたからお出かけなしてお待ち申します」 。時に来客があって行けなんだ。二たび三たび彼女は僕を呼んだが併し行く事 出来なかった。其翌朝岩波先生が欠勤さ たから僕に
ママ
行くと、其教場へ行く
途中で「先生！」 、無限な愛きやうをたたへ 顔付で僕を呼んだ。 「昨
ユー ベ
晩はお待ち申しましたが遂に……！」 。かく言ひ玉
いしは例のカンネー。△天真子
000
　
兄弟もただならぬ天真子。始めて相見しは何時。
我れ五年の雪ふる夜の事、多田、山内両先生玉川に来られて月見亭に居られた。時はよし丁度我友益社創立十五年の式ある時であったから行い
ママ
て彼等三人を月見亭に訪ふた。これ其
第一に交語した時である△岩波先生
0000
　
始め高名計りを聞いて次に高姿にのみ接して語
を交へ教へを乞ふ事が出来なかった。明治三十二年の三月であったか米沢に青年会婦人会が って先生が来て令姉の所に居られた。そこで好機逸す可からずとなし小松兄と訪問して五六時間物語りをした。翌日中学に走り教へを乞ふ書を玉川に飛ばした。△五味子
000
　
今は女性の我友の最も親しき五味子嬢。どうして
相知ったろうか。僕が清水君を宮川に訪ふ に彼女は宿直室に居ったらしい。併し僕は知らなかった。中学の試験が終
注（
1）日本力行会関係史料調査グループ「永田稠『無名録』 （明治三四・三五年）内容目録」 （ 『リテラシー史研究』二〇一六年一月） 。
（
2）同会の歴史、刊行物については日本力行会創立百周年記念事業実行委員会記念誌編『日本力行会百年の航跡』 （日本力行会、一九九七年一月）に詳しい。また、同会の機関誌復刻版については、 『 「力行世界」 「力 」 「力行網 「渡米新報」解説・総目次・索引』 （不二出版、二〇一三 六月）を参照。
（
3）永田稠『力行会 十年物語』 （日本力行会印刷部、一九六六年十一月） 、同『信州人の海外発展』 （日本力行会印刷部、一九七三 二月）等。
（
4）西郷隆盛、南洲は号。
（
5）東京の神田川の雅称。
（
6）内村鑑三『地人論』 。一八九四年に『地理学考』と て出版されたのち、一八九七年に改題
（
7）長野県茅野市豊平下古田として現在も地名が残っている。
（
8）アサもしくはカラムシ。茎から繊維をとって織物に用いる
って中村久重氏の家を訪ね金沢に下って中武氏を訪ね（不在）茅野へ出た。するとある家の前にたたずみ居りしは彼女で実に愛らしく一礼した。僕はあまり多く知らなんだから一寸会しゃくし 来た。其後日僕が清水君と宿直室に熱心に物語って居ると戸外「永田君！」と呼ぶ者がある。ふりむけば即ち彼女。
　　　　　　　　　　　　　　
（九、二二、三四）
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（
9）一八九五年創立の旧制諏訪郡立実科中学校。後に諏訪中学校に改称。現在の長野県諏訪清陵高等学校。
（
10）普及舎は教科書会社、山田先生とはその社長山田禎三郎のこと。
（
11）長野県諏訪郡にあった村、現在 茅野市大字米沢にあたる
（
12）長野県茅野市 一八七八年に開校。現在の玉川小
（
13）当時は長野県諏訪郡永明村、現在は茅野市茅野町永明。
（
14）地蔵寺は、 市 る曹洞宗の寺院。
（
15）オワ。長野県諏訪市の地名。
（
16）シガムラ かつて 中部 存在した村で二〇〇五年より松本市へ編入。
（
17）オサカ。長野県諏訪郡にあった村で現在の岡谷市湊にあたる
（
18）スイヨウジョウ。古代中国の地名。唐代の七五 年安禄山の乱の時に、張順がここに拠って賊軍の進出を防いだ。
（
19）オコヤサン。長野県諏訪市の阿弥陀岳中腹にある山。
（
20）テニスの正式名称。芝生のコートで行うテニス
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